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地形・地質 

金沢平野の地形は内陸側から，山地・段丘・扇状地・潟湖の点在する沖積低地・海

岸砂丘が北東から南西に帯状の配列をし，その中央部に手取川扇状地が広がっていま

す。地域を①河北潟周辺，②手取川扇状地，③小松江沼低地に分けています。 

水文地質と地下水賦存形態 

 



地下水 

①河北潟周辺は，DG(f)～DG1 層が主要帯水層で，大桑砂岩層(Tu)・卯辰山層(D

～T)・DG2 層の地下水も取水しています。②手取川扇状地は，金沢平野で最も地下

水の豊富な地域で，DG(f)層は最も有能な帯水層です。③小松江沼低地は金沢平野の

中では地下水に乏しい地域で，DG1 層・DG2 層・As 層から採取されています。 

  

金沢平野の地質概要図 

出典 日本の地下水（農業用地下水研究グループ,1986）（一部加筆） 

 「日本の地下水」では全国の地下水盆の概要が紹介されています。各地下水盆の概要を 

 紹介している頁と関連する論文等を、下記の Web ページで閲覧できます。 

   http://www.jagh.jp/jp/g/activities/committee/research/gwdb.html（日本地下水学会） 

 


